
もくじもくじ
宮司挨拶／祭典ごよみ

令和五年初詣のご案内／境内マップ

新年祈願祭郵送対応のお知らせ／古札御守のお焚き上げ

初詣交通規制／厄祓いのご案内

トピックス／婚礼部より

宮司挨拶／祭典ごよみ

令和五年初詣のご案内／境内マップ

新年祈願祭郵送対応のお知らせ／古札御守のお焚き上げ

初詣交通規制／厄祓いのご案内

トピックス／婚礼部より

社報 春日神社
歳　末　号（第三十八号）

題字　東郷平八郎

発行者 〒870−0031
大分市勢家町４−６−87
春日神社 宮司 宮本　之
℡０９７−５３２−５６３８

発行日 令和４年12月15日



　
令
和
四
年
も
早
や
年
の
暮
れ
と
な
り
ま
し
た
。
歳
末
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
早
々
の
一
月
二
十
二
日
の
深
夜
、
当
地
を
震
源
地
と
し
た
震
度
五
強
の
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。
当
社
で
は
本
殿
内
外
の
調
度
品
が
倒
れ
て
破
損
し
た
り
、
灯
籠
や
玉
垣
が
倒
壊

し
ま
し
た
が
、
人
的
な
被
害
が
な
か
っ
た
の
は
幸
い
で
し
た
。
さ
っ
そ
く
に
も
敬
神
婦
人
会

を
始
め
ご
崇
敬
の
皆
様
に
は
金
幣
な
ど
の
調
度
品
の
ご
寄
進
を
賜
り
、
旧
に
復
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
九
月
に
台
風
十
四
号
が
列
島
を
縦
断
し
て
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
一
部
お
屋
根
の
破
損
が
あ
っ
た
ほ
か
は
社
殿
や
境
内
樹
木
に
大

き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
と
共
に
、
一
昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
役
員
総
代

ま
た
青
年
会
の
ご
協
力
の
も
と
に
、
恒
例
祭
典
の
す
べ
て
を
厳
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
夏
季
大
祭
で
は
、
巡
行
路
な
ど
一
部
内
容
の
変
更
は
あ
り
ま
し
た
が
、
三
年
ぶ
り

の
神
輿
巡
行
を
実
施
、
折
り
返
し
と
な
っ
た
大
分
駅
で
は
乗
降
客
を
含
め
た
多
く
の
方
に
見

守
ら
れ
て
賑
々
し
く
神
輿
回
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

伝
統
的
な
行
事
を
続
け
て
い
く
氏
神
様
の
役
割
の
重
要
性
を
感
じ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
社

会
的
な
変
容
が
進
む
こ
の
時
代
の
中
に
あ
っ
て
も
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
私
た
ち
の

美
し
い
国
の
姿
を
、
神
明
奉
仕
を
通
じ
て
守
り
紡
い
で
い
く
使
命
に
、
今
後
と
も
邁
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
氏
子
崇
敬
者
皆
様
に
は
な
に
と
ぞ
清
々
し
く
迎
春
の
上
、
新
春
の
御
社
頭
に
お
越
し
下
さ

い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
し
て
、
御
礼
方
々
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

十
二
月
三
十
一
日
　
師
走
大
祓
式
・
除
夜
祭

一
年
間
の
罪
穢
れ
を
祓
っ
て
新
年
を
迎
え
る
た
め

に
心
身
を
清
め
る
と
と
も
に
、
行
く
年
へ
の
感
謝

を
祈
念
し
ま
す
。

一
月
　
一
日
　
歳
旦
祭

元
旦
に
あ
た
り
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
繁
栄
、

氏
子
崇
敬
者
の
安
寧
を
お
祈
り
し
ま
す
。

二
月
　
五
日
　
初
午
祭 

︵
摂
社  

稲
荷
神
社
︶

本
殿
の
西
側
に
鎮
座
す
る
お
稲
荷
さ
ん
の
例
祭
で

す
。
五
穀
豊
穣
と
産
業
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

二
月
十
一
日
　
紀
元
祭

令
和
五
年
は
皇
紀
二
六
八
三
年
、
日
本
の
国
の
誕

生
を
祝
う
祭
典
で
す
。
雅
楽
の
伴
奏
で
国
歌
を
斉

唱
し
ま
す
。

二
月
二
十
三
日
　
天
長
祭

今
上
天
皇
ご
誕
生
の
日
を
慶
祝
す
る
祭
典
で
す
。

四
月
十
二
日
　
春
季
大
祭
宵
祭

春
の
大
祭
の
う
ち
、
前
日
祭
で
す
。
二
日
間
に
わ

た
り
庄
内
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

四
月
十
三
日
　
例
　
祭

当
社
で
一
番
重
要
な
祭
典
で
す
。
神
社
本
庁
か
ら

の
献
幣
使
を
迎
え
て
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

二
月
十
七
日
　
祈
年
祭

本
来
は
農
耕
儀
礼
に
基
づ
く
お
祭
り
で
す
が
、
今

日
で
は
稲
作
の
み
な
ら
ず
殖
産
工
業
す
べ
て
に
亘

っ
て
、
こ
の
一
年
間
の
恵
み
を
願
う
祭
典
で
す
。

四
月
二
十
九
日
　
昭
和
祭

昭
和
天
皇
の
御
誕
生
日
に
あ
た
り
、
御
聖
徳
を
仰

ぎ
、
激
動
の
昭
和
を
偲
ぶ
祭
典
で
す
。

２
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【
縁
起
物
の
事
前
授
与
に
つ
い
て
】

　

●

御
神
矢
︵
破
魔
矢
・
金
幣
矢
ほ
か
︶・
熊
手
・
干
支
土
鈴
等
の
縁
起
物
は
、

十
二
月
二
十
一
日
︵
水
曜
日
︶
か
ら
社
頭
に
て
お
受
け
で
き
ま
す
。神
札
・

御
守
は
年
間
を
通
じ
て
授
与
し
て
い
ま
す
。

︵
年
内
の
授
与
時
間
　
八
時
三
十
分
〜
十
七
時
　
於 

守
札
授
与
所
︶

【
初
詣
に
つ
い
て
】

　

●
　

●
　

●
　

●
　

●

時
間
帯
、
状
況
に
よ
り
神
門
内
へ
の
進
入
は
人
数
を
調
整
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。︵
担
当
者
に
よ
る
誘
導
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。︶

御
朱
印
は
書
置
き
︵
紙
︶
の
み
の
授
与
と
し
ま
す
。︵
一
月
十
日
か
ら
朱
印
帳

対
応
︶

お
み
く
じ
の
結
び
所
は
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
引
い
た
お
み
く
じ
は
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
は
当
社
境
内
地
の
﹁
春
日
公
園
﹂
か
、
隣
接
す
る
﹁
フ
レ
ス
ポ
春
日

浦
﹂
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

境
内
、
駐
車
場
と
も
に
禁
煙
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

初
詣
に
あ
た
り
、左
記
の
内
容
を
ご
確
認
頂
き
お
越
し
く
だ
さ
い
。

三
が
日
に
限
ら
ず
混
雑
を
さ
け
て
の
初
詣
参
拝
に
、ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
　
春
日
神
社
初
詣
の
ご
案
内

令
和
五
年
　
春
日
神
社
初
詣
の
ご
案
内

【
ご
祈
願
に
つ
い
て
】

　

●
　

●
　

●
　

●

申
込
み

家
内
安
全
や
厄
除
な
ど
個
人
の
祈
願
に
つ
き
ま
し
て
は
当
日
の
受
付
に
な

り
ま
す
。

企
業
や
団
体
の
祈
願
の
み
事
前
予
約
が
可
能
で
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所

期
日
に
よ
り
受
付
場
所
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

︵
個
人
・
企
業
団
体
︶

﹁
新
年
祈
願
受
付
﹂
の
看
板
に
て
表
示
し
ま
す
。

　
一
月
一
日︵
日
︶〜
一
月
三
日︵
火
︶
　
於 

参
集
殿

　
一
月
四
日
︵
水
︶〜
一
月
六
日︵
金
︶
　
於 

本
殿

※

一
月
七
日
︵
土
︶
以
降
は
授
与
所
テ
ン
ト
に
て

そ
れ
ぞ
れ
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

受
付
時
間︵
個
人
︶

・
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

※

時
間
外
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

祈
願
場
所

一
月
一
日
︵
日
︶〜
一
月
六
日
︵
金
︶
ま
で
の
個
人

祈
願
は
本
殿
左
隣
の
儀
式
殿
で
、
企
業
団
体
祈
願

は
本
殿
で
行
い
ま
す
が
、
時
間
が
重
な
っ
た
場
合

は
儀
式
殿
と
な
り
ま
す
。



社務所

参集殿

神楽殿神札（おふだ）・御守

手水舎

古札納所

お
み
く
じ

御
神
酒

出
　
店

出
　
店駐車場

車輌
進入口

車輌
出口

トイレ

神　門神　門

楠 楠

儀式殿

本　殿

本　殿

出　店

縁起物
授与所テント

神札（おふだ）・御守
縁起物
授与所テント

おみくじ
御神酒

春日神社西

フ
レ
ス
ポ
春
日
浦
駐
車
場

12月31日　23：00　～　１月１日　22：30

１月２日・３日　　　　７：00～20：00

１月４日・５日　　　　６：30～18：00

１月６日　　　　　　　７：00～17：00

１月７日以降　　　　　８：30～17：00

●

●

●

●

●

神札・御守・縁起物の授与時間は
下記の通りとなります

（おふだ）

令和５年　初詣

境内マップ
令和５年　初詣

境内マップ

【
初
穂
料
】

　

●
　

●

家
内
安
全
・
厄
除
・
安
産
な
ど
の
個
人
祈
願
　
五
、〇
〇
〇
円
　︵
一
願
意
で
の
初
穂
料
で
す
︶

企
業
な
ど
団
体
祈
願
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円
〜

※

別
途
送
料
五
〇
〇
円

※

祈
願
祭
は
新
年
の
社
頭
に
て
神
職
が
執
り
行
い
ま
す
。

　
そ
の
為
、発
送
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、そ
の
点
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
撤
下
品
】

　

●

御
祈
願
い
た
し
ま
し
た
神
札
以
外
に
、
ら
く
が
ん
菓
子
を
お
頒
ち
い
た
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　

●

令
和
四
年
十
二
月
二
十
五
日
〜
令
和
五
年
一
月
十
五
日

【
申
込
方
法
】二
通
り
あ
り
ま
す

　

●
　

●

神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
き
、�
︵
〇
九
七-

五
三
二-

五
四
七
三
︶

も
し
く
は
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

電
話
で
直
接
お
申
込
み

　
℡︵
〇
九
七-

五
三
二-

五
六
三
八
︶

【
納
金
方
法
】二
通
り
あ
り
ま
す

　※

初
穂
料
は
神
札
到
着
後
、納
付
と
な
り
ま
す

　

●
　

●

現
金
書
留
に
て
神
社
社
務
所
ま
で
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

神
社
の
銀
行
口
座
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。︵
口
座
番
号
は
神
札
郵
送
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。︶

新
年
祈
願
祭
　
郵
送
対
応
の
お
知
ら
せ

　
例
年
初
詣
の
折
に
そ
の
年
の
家
内
安
全
、
厄
除
な
ど
の
祈
願
祭
を
多
く
の
方
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
お
住
ま
い
が
遠
方
で
あ
っ
た
り
、
新
型
感
染
症
予
防
な
ど
に
よ

り
ご
来
社
を
控
え
る
方
に
対
し
て
、
ご
祈
願
し
た
神
札
を
ご
自
宅
に
お
送
り
す
る

郵
送
祈
願
を
、
左
記
の
通
り
に
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

古
札
御
守
の
お
焚
き
上
げ

こ
さ
つ

　
ご
家
庭
や
会
社
な
ど
で
お
祀
り
し
た
神
札
や
御
守
は
古
札
納
所
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
お
納
め
可
能
の
も
の
は
神
社
で
お
受
け
い
た
だ
い
た
も
の
と
、注
連
飾
り
︵
橙
は
外
す
︶

に
限
り
ま
す
。

　
門
松
・
鏡
餅
・
結
納
飾
り
・
ぬ
い
ぐ
る
み
・
人
形
・
財
布
・
衣
類
な
ど

は
焼
納
で
き
ま
せ
ん
。
ご
協
力
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４



国道10号線の中春日交差点から春日神社に向った場合、

右車線は春日公園内駐車場へ、

左車線はフレスポ春日浦駐車場への進行となります。

春日神社

駐車場

出口

入口

ソフトパーク

パッケージ
プラザ津留

ヤナセ

王子神社

ＴＯＳ春日浦

中春日

大在大分港線
←別府

浜町北

春日神社西

フレスポ春日浦

（臨時駐車場）

　
例
年
三
が
日
の
初
詣
参
拝
者
は
約
三
十
万
人
を
数
え
ま
す
。
駐
車
場
は
境
内
春
日
公
園
を
開

放
す
る
ほ
か
、
隣
接
の
﹁
フ
レ
ス
ポ
春
日
浦
﹂
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
大
晦
日
か
ら
周
辺
の
進
入

路
に
つ
い
て
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
昔
か
ら
日
本
で
は
災
難
の
起
こ
り
や
す
い
年
廻
り
と
し
て
、
あ
る
時
期
の
年
齢

を
﹁
厄
年
﹂
と
し
て
忌
み
慎
ん
で
き
ま
し
た
。
厄
年
と
い
う
の
は
、
一
般
的
に
男

性
が
25
歳
・
42
歳
・
61
歳
、
女
性
が
19
歳
・
33
歳
・
37
歳
で
、
特
に
男
性
の
42
歳
、

女
性
の
33
歳
は
大
厄
と
言
わ
れ
、
そ
の
前
年
を
前
厄
、
当
年
を
本
厄
、
翌
年
を
後

厄
と
し
て
前
後
３
年
間
を
特
に
忌
み
慎
む
慣
わ
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
厄
年
の
年
齢
は
、
社
会
的
に
も
重
要
な
役
割
を
担
う
時
期
に
も
あ
た
り
ま

す
。
厄
年
と
い
う
の
は
現
代
の
生
活
に
も
あ
て
は
ま
る
人
生
の
転
回
期
で
あ
り
、

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
調
子
を
崩
し
や
す
い
注
意
す
べ
き
時
期
と
も
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
謙
虚
に
、
感
謝
の
心
で
神
様
に
手
を
合
わ
せ
、
神
々
の
ご
加
護
で
無
事
に
過
ご

せ
る
よ
う
お
祈
り
く
だ
さ
い
。
神
社
で
は
い
つ
で
も
厄
祓
い
の
ご
祈
願
を
奉
仕
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

12 
月
31
日
午
後
9
時
よ
り
　
１
月
7
日
午
後
４
時
ま
で

12
月
31
日
午
後
11　
時
よ
り
　
１
月
１
日
午
前
5
時
ま
で

１
月
１
日
午
前
8
時
よ
り
　
午
後
8
時
ま
で

１
月
２
日
午
前
8
時
よ
り
　
午
後
7
時
ま
で

１
月
３
日
午
前
8
時
よ
り
　
午
後
7
時
ま
で

１
月
８
日
午
前
９
時
よ
り
　
午
後
４
時
ま
で

１
月
9
日
午
前
９
時
よ
り
　
午
後
４
時
ま
で

厄
祓
い
の

ご
案
内

厄
祓
い
の

ご
案
内

〈令和５年の厄年表〉

2541424361193233343761

58 1157563817４３２6238

※年齢は数え年

女　 性 男　 性

※
 

※
 

61

神
社
周
辺
交
通
規
制
　

の
ご
案
内

初詣

５

　
ご
祈
願
料
は
お
一
人
様
五
、
〇
〇
〇
円
と
な
り
ま
す
。



ト

ピックス

６

授
与
品
紹
介 

〜
春
日
大
神
様
の
ご
神
徳
を
い
た
だ
い
て
〜

結婚式はご両家の縁を固く結ぶ儀式結婚式はご両家の縁を固く結ぶ儀式

多くの人たちを招いての披露宴は難しい
だけど、二人を見守ってきた家族には
私たちの成長を見てもらいたい
家族のみ、少人数だけでの会食も承ります
二人の新たな門出を神前に誓いませんか

挙式プラン
◎挙式　特式（雅楽生演奏、巫女舞）

◎衣装　紋付袴、白無垢（かつら、着付、メイク含む）

◎写真　親族集合、お二人の正式写真（六切り）

◎前撮りや引出物の手配、お食事会場のご紹介も承ります。

　　詳しくはお問合せください　

春日神社　婚礼担当　TEL097-532-5638   

受付時間　9：30～17：00　新年は１月４日からとなります

“ 家 族 婚 ”

〇
勝
御
守
　︹
初
穂
料
　
八
〇
〇
円
︺

　
団
体
学
校
等
の
必
勝
祈
願
祭
に
は
﹁
競
技
必
勝
﹂

の
御
神
札
を
授
与
し
て
お
り
ま
す
が
、
以
前
よ
り
多

数
の
ご
要
望
が
有
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
個
々

に
お
頒
ち
す
る
﹁
勝
守
﹂
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
。

部
活
動
・
競
技
な
ど
の
大
会
出
場
や
日
々
の
鍛
錬
へ

の
ご
守
護
と
し
て
祈
念
を
込
め
て
お
り
ま
す
。

〇
夫
婦
御
守
　︹
初
穂
料
　
二
、
〇
〇
〇
円
︺　
数
量
限
定
　

　
藤
原
氏
の
祖
神
で
あ
る
二
神
は
仲
睦
ま
じ
く
、
そ

の
子
孫
は
奈
良
平
安
の
中
世
に
て
お
い
て
、
朝
廷
の

要
職
を
担
い
隆
盛
を
極
め
、
各
地
の
国
司
︵
地
方
長

官
︶
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。︵
佐
藤
、近
藤
、安
藤
、

伊
藤
、
加
藤
な
ど
﹁
藤
﹂
が
つ
く
苗
字
は
藤
原
氏
に

所
縁
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。︶

　
爾
来
、
夫
婦
和
合
・
子
孫
繁
栄
の
基
と
な
る
夫
婦

神
の
ご
神
徳
は
無
辺
と
称
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
年
に
併
せ
て
合
格
御
守
も
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
ま
し
た
。

此
度
当
社
御
祭
神
の
御
神
徳
に
ち
な
ん
だ
御
守
を
新
た
に

奉
製
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

︵
武

勇

の

神
︶

武

甕

槌

命

経

津

主

命

た

け

み

か

づ

ち

の

み

こ

と

ふ

つ

ぬ

し

の

み

こ

と

︵
生
成
発
展
の
神
︶

天
津
児
屋
根
命

姫

大

神

あ

ま 

つ

こ

や

ね

の

み

こ

と

ひ

め

　

　

　

お

お

　

　

　

か

み


